
遠山サキフチを偲ぶ会
姉  茶 ひ とつのふ と ころ

『アネサラ・シネウプソロ』ξ鼻誓享詈曇書き

出版記念コンサー トのご案内
遠山サキフチを偲び,フチが一生の歩みを語った本『アネサラ°シネウプソロ (姉茶

一つのふところ)』 の出版を祝ってのフアミリーコンサートです。どうかお出かけく

ださい。

遠山フアミリーは、 3人の娘が主宰するアイヌ文化表現の主体として“アネサラ・

シネ・ウプソロ (姉茶・一つの・ふところ)"を名乗っています。そして孫娘は“カピウ・

アンド・アマッポ (カ モメと福寿草)"と名付けたデュオを組んでアイヌ民謡を歌っ

ています。フアミリーみんなが、サキフチから受け継いだ文化の担い手です。

みなさんと一緒に歌や踊りを楽しみ、サキフチを偲びたいと思います。 花崎皐平

日 時 :2019年 5月 18日 (土)午後 6時開演

会 費 :3500円 (『アネサラ・シネウプソロ』謹呈)

主 催 :遠山サキフチを偲ぶ会実行委員会

会 場 :豊平館ホール  嚇L幌市中島公園内)

地湧社刊 1944円 (税込)

【お問い合わせ・お申しみ】

長屋のり子 丁EL 090-2818…7056(シ ョートメールも可)

実行委員会代表 :花崎皐平

委員 :阿部美津子、安藤厚、小笠原寛行、小田博志、川上恵、

木田澄子、熊谷敬子、小泉雅弘、嵩文彦、中島圭子、長屋のり子、

原田公久枝、増田圭一郎、松田潤、柳幸えり子    lI十音順)

『アネサラ0シネウプソロ』出版記念コンサー ト

<ご参カロ申し込み>

お名前

@お電話番号 email



アイヌとして、アイヌの土地に生きてきた
姉 茶 ひとつのふところ

ア

酬

ネサラシネウプソロ
アイヌとして生きた遠山サキの生涯

「アネサラ シネウプソロ」とはアイヌ語で、「姉茶、ひとつのふところ」

という意味です。北海道浦河町の姉茶で生まれ育った、アイヌのフチ

遠山サキさんが半生を語り下ろしました。

アイヌとして生まれ、生きていくことさえたいへんな時代をくぐり抜け

て、生まれ育ったその土地で生きてきた体験を、語り下ろします。幼少

の思い出から、成長期、子育てを経て、アイヌに再び目覚めていった

サキさんの言葉一つ一つに深い愛情を感じます。

聞き手は、長女の恵子さん。娘だからこそ引き出せたサキさんの生き

生きとした言葉があふれていま丸 あとがきに、サキさんとは40年の

心の友である、花崎幕平さんが文章を寄せてくださいました。

サキ(語り)

弓野恵子 (聞き書き)

四六判。並製。192頁

定価 1,944円 (税込)
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☆事前予約販売は、FAX(033258-7564)― mal1 0け usha@jッ uSha.cojp)に て承りま丸
発売前までの期間限定で、10冊以上 2害」引、送料無料で承りま丸 初刷りを多くしてたくさんの方に読んでいただきたいと思いま丸
ぜひご協力ください。
ご入金方法、郵便振替用紙をお送りいたしますので、事前のご送金をお願いいたします。2019年 3月上旬出来次第の発送になりま丸
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ア ネ サ ラ シ ネ ウ プソ ロ 遠 山サ キ著  定価 1,944円 (税込) 冊

お名前 お電話番号
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●遠山サキ (とおやま。さき)

北海道浦河郡浦河町在住。アイヌ文化全般にわたる知識と技能・技術を体得した伝承者であり、昭

和35年、姉茶民芸品研究会設立以来、アイヌ古式舞踊の伝承・保存活動に従事するとともに、自

らもアイヌ文化の振興と伝承・保存に尽力した。また、機動職業訓練織布科、浦河アイヌ語教室、財

団法人アイヌ民族博物館の職員研修などでは、講師として後進の指導育成に取り組んできた。

地湧社は、自然臥 の新しいあり方を提案します。
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